
1 

 

ＴＩＣＡＤ７全体会合３「官民ビジネス対話」 

小澤委員長の開会挨拶 

 
            日時： 2019 年８月 29 日（木） 8:45～11:30 

            場所：パシフィコ横浜 国立大ホール 
             

 

１．アフリカ各国の代表の皆様、 

  安倍内閣総理大臣はじめ日本国政府の皆様、 

  国際機関の代表の皆様、 

  アフリカ各国ならびに日本の企業関係者の皆様、 

  そしてご参集の全ての皆様、 

  経団連サブサハラ地域委員長の小澤でございます｡

本日は、このような場でお話しをさせていただく

機会を頂き、誠に光栄に存じます。 

 

２．さて、アフリカ経済は、豊富な天然資源や堅調な

人口増加等を背景に高い成長力と潜在性を有し、世

界から注目される経済圏に成長しつつあります。私

ども日本企業は、長年、アフリカが秘める魅力と可

能性に注目し、資源・エネルギー開発、インフラ整
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備、製造業・サービス業の事業分野において、ビジ

ネスを展開してまいりました。今現在、日本企業は

アフリカ各国で約 800 の拠点を構えており、これら

の事業活動を通じて、雇用創出、技術移転、人材育

成に貢献してまいりました。 

 

３．ご高尚の通り、2013 年に横浜で開催されました

TICAD5 以降、アフリカ諸国の期待は「援助から投

資」へと大きくシフトいたしました。2015 年、ア

フリカ連合により採択された「アジェンダ 2063」

では、対等なパートナシップの構築が謳われ、これ

を受け、2016 年、日本企業は「より強いパートナ

シップを築く」ことをビジネス宣言として、TICAD6

の場でコミット致しました。 

 

４．しかしながら、アフリカ経済がこの三年間、困難

な状況にあったこともあり、日本企業の進出は停滞
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し、このコミットメントは果たし得ていない現状に

あります。企業人として大変残念に思っています。

こうした状況を受け、日本の官民は TICAD７の開催

にあたり、直接投資拡大に向け、日本企業がアフリ

カで直面している課題とその解決策をまとめた提

言書を安倍総理に提出いたしました。政府からは、

アフリカ政府との連携も含め課題解決に向け全面

的な後押しを行うとの力強いメッセージが示され

たところです。 

 

５．その推進策の大きな柱として、官民連携の枠組み

として外務大臣・経済産業大臣を共同議長とする

「アフリカビジネス協議会」が設立されました。 

次回の TICAD8 に向けて、これからの三年間、継続

して課題に取り組んでいく常設の機関であります。

すでに４つのワーキンググループにおいて、日本企

業のアフリカ進出に向けた具体的な議論が開始さ
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れております。その内容は本日紹介される予定です

が、政府の後押しをいただきながら、アフリカの将

来性およびアフリカのニーズを踏まえ、企業として

もこれまで以上に、積極的な事業展開をコミットし

ていく内容となっております。 

 

６．また、もうひとつの柱が、アフリカ各国の日本大

使館、JETRO、日本進出企業の三者が、投資環境や

進出企業の困り事について各国政府と直接協議す

る枠組みをつくることであります。現在、その具体

化について検討が進められています。アフリカ各国

の首脳の皆様には、こうした枠組みにご理解とご協

力をいただき、ビジネス環境の整備に一緒になり取

り組んでいただきたく考えておりますので、どうか

宜しくご対応お願い申しあげます。 

 

７．最後に、今回の TICAD７を機に、アフリカの包摂
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的成長と持続的発展の実現に向けて、日本とアフリ

カの官民、そして共催者である国際機関が一体とな

り、アフリカビジネスの加速・拡大を進め、アフリ

カの輝かしい未来につなげていくことを祈念申し

上げ、私からの挨拶といたします。ご清聴ありがと

うございました。 

以 上 


